『捷解新語』による敬語の構文論的研究―従属節の陳述性の関わりについて― by 朴, 喜南
一、
はじめに
接続助洞は二つの節が結ぴ付けられたとき、
前の節の陳述と後
ろの節の陳述との関係につい
て話し手の認定を表す特色がある。
it, 
時枝減記氏は、
独自の「酋語過程説」にもとづき、「言菜にお
いて、
主体的なものの直接的な表現は辞によってなされるのであ
るから敬語の直接的表現は辞に屈するものと考えなくてはならない。」と述ぺ
敬語溢においても、
敬意の前i接的表現である「辞
の敬踊」と話姐の人物に
対する言語待遇を示す「詞の敬語」とに
分けた。皿ち、
話題の人物を敬栢の配砲対象と
する祁敬語・北誼
詔は「冽」的で、
間き手への敬意の直接的表現である丁卑語は
「辞」的であると酋えよう。
「文の成立」
にもっと
も関係が深い構文溢の基本概念のーつで
ある「陳述」は、
一般に「主Hli．述語
などの関係にある述冊を、
-つのまとま
っ
た文と
して成り立たせる作用で、
酋瓶主体の何ら
かの判断 態度がこれに反映する。」と定義され
ている。
しかし、
ー従属節の陳述性の関わりについてー
『捷解新語』
敬59の現れ方
「捷招新語」に用いられた日本面は、
朝肝と日本の役人の対防
による敬語の構文論的研究
二、
従属節における敬語の分布実態
文の成立に大きく関わりをもつ
陳述について定説を得たとは酋い
がたく、
文法為における論争の焦点になっている。
本松では、
陳述論に関する椋々な説の中で、
用言を煉述力の差
によって、「より事柄的か、
より隙述的か（文の完結力が十分か、
不十分か）」と区別した渡辺実氏等の説に注目して論を展開していくこと する。
さて、
17C朝鮮における日本栢教科杏であった「捷悌新語」に・
現れる日本甜は、
朝鮮と日本の役人の交渉の対話と朝鮮使節来日
時の両国人の対話を中心に掛かれた話 首菜である。
そこで、
本税では、
接続助洞で終わる従屈節の述罪叩部に現れる
敬語を糾ぺることによっ
て、
敬語と接続助詞を閲辿付け、
敬語に
現れる陳述的成分を構文
5叩的に考察する。
朴
喜
南
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＾位用的＞
などが、敬語単独、あるいは二瓜敬語（粒敬梧．腹誼語十
丁寧語）の形で
従屈節の述詣部に現れる。
統計的な方法による考”小
従屈節の接続部が接統助詞であるものを用いて、従屈節を
構成
〈動詞〉
③謹
誼語
〈助勁詞〉
＾御＋用
g
＾動詞
②腺
敬甜＾助動詞〈補助動洞〈
〉
を中心に杏かれた敬匝体の話し言葉である。それは話し酋
菜の文の特徴の一っとして、数語がついてまわ紐゜ということと、
その内
嘉困・板間 交渉であることを考えると当
然のことと思う。
•ここで、本秘 考察の対みになってい 従屈節（接紐助
開で終わる）の述甜として現れる敬語の現れ方をみ
m
丁釦rtli
ゴザル、ゴザリマスル。テゴザル、テマルスル、マスル。ゴザル（
行く・来る・居るの意）
、召ス、
ナサル、オヂャ 、召サ 。御ムヅカシ 御カンジル。ル、ラル、 ラ 、サッシャ
ル。
マ
イル、モウス、イタス
、存ズ
ル、
仕
マ
ッ
ル、ウケタマワル、モウシアゲル。オ目ニカカル。
する述餅部の敬餅（丁節面と粒牧腑．股誼胚）の現れを製ぺ
ることにした。述絣を二つの割而（事柄的か陳述的か）からみ
る観点より、
述語の陳述性と接続助岡の種頚との関わりを考察してみる
ことにする。
考察の方法は、述語部に現れる敬栢を粒敬語・謹誼梧（「
制の敬栢
」）とT
緊
nn(「辞の敬語」）に分けて統計的に潤べてみると
魯が現れやすい接絞助胴と現れにくい接絞助開など
接続助洞の
種類によって、その出現には差が出て
る。それをま
とめてみる
と次の〈表〉の通りである。
①原
刊本
原刊本での従属節 硯れる敬語 分布を統計的な方法で岡
ぺた結栄、〈表1〉 〈表2〉 ように、接続助問別に敬栢の出
現には
差』があることが分かった
。即ち、「ほどに」・「が」・「ども」
は丁寧語 「
けれど
も」・「から
」・「ほどに」・「ても」．
「ども」・「ば」等は琢敬話・肱瞑栢がよく現れるのであ
る。その用例は次のようで 。
①が
明日東莱よって、明後日の頃入れまるせうが、何船何艘鹿引まるするか。（巻四．7）
②けれども
如何様にも
fl
ぃけれど
ti
、我等も代官の役なれば、何とも
捌き難い 子でこそ御座る。（巻四・22
)
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く原 刊 本〉
く表1 〉 〈T寧語〉
接糀
て2 て3 拿 て と助詞 て1 ば
ら も も
現われ
a 13 3 1 I 4 
b l 5 2 2 
C 2 50 26 6 13 8 27 
d 5 42 92 4 13 3 21 
従屈節の 14 8 l 3 6 
現われ (13) ( 7) ( 3) (21) (11) 
合計 7 106 126 10 27 14 54 
() % 
0 従屈節と主節両方にT亨語が現れる。
b 従屈節だけに丁平語が現れる。
c 主節だけに丁寧語が現れる。
d 従屈節と主節両方にT牢語が現れない。
（表2〉 く尊敬語・複譲語）
接続
て1 て2 て3 象 て と助詞 ば
ら も も
現われ
a 3 7 34 1 2 2 7 
b 16 15 2 6 2 ， 
C 1 18 39 3 I 11 
d 3 63 38 4 16 ， 27 
従屈節の 3 23 49 3 8 4 16 
現われ (42) (22) (38) (30) (30) (Z9) (30)
合計 7 106 126 10 27 14 54 
注： （ ) a 、 b 、 C 、 dは表1参照
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か は
〗
ど
〖ど がら に も
も
62 17 11 
56 5 ， 
3 75 23 1 10 
2 49 35 1 13 
118 22 20 
(49) （認） (47) 
5 242 80 2 43 
か 危 i ど れ が
ら に り も t 
29 8 1 4 
2 42 11 7 
2 82 12 11 
I 89 62 1 21 
2 71 19 I 11 
(40) (29) (24) (50) (26)
5 242 80) 2 43 
③ども
代官は知られまるしたれども、
爪ねて一再うて行きまるせう。
（巻――•26)
④ほどに
彼からは来んと、仔股を立てさしらる程に、れず、迷惑
iio
（巻ニ・13)
⑤から
祝わいんでは叶わん様に、
先皮より仰しらるか
ら、
ともかく
御合黙次節にこそ為まるせうずれ。（巻八•25
)
⑥ば
正宮人出で
られ
ずば、
我約懇瑚法は巾し
分け
ら
れん。（巻
-．29) 
⑦とも
仮令、我人差合
Ii
、御振罪に反する事は、御座るまい。
（巻九．9）
⑧ても
束莱開かしらりても、かど刑と
は息し召すまい。（巻一•31
)
3 
⑨て（継起的動作・状態）
束莱釜山浦に申して、-．
14) 
方方へ彼方此方忍
ねまるす
る。（在
⑩ながら（逆接）
代官衆も御存じながら、
遂に勝手ばかり思わしらる事は、
一身では分けら
•さやうにはlflませうけれども、
いちどに三隻まではいかが削
②けれども
改．咎四・25)・
拾束の開取になりまするが、
判事衆如何息わしゃるか。（煎
13ウ）
・耶官もさし御座れましたが、ま
いりましたか。（改・殊
J
（殊J
皿l
.15)
⑪て（原因・理由）
さてさて殊の外の嵐に何事無う籾引U叫“5Z日立たうこそ制座れ。（咎一・10ウ）
⑫て（椛絞的な動作）
判事衆も同追さしられて
御座れ。（巻一・2ウ）
切改
修本・韮刊改修木
以上の結果、「原刊本」の場合「から」「けれども」・
「で」等
用例の数に問題点がある部分を
残したまま、
三本（「瓜刊本」．
「改修本」・「重刊本」）の「掟解新叩
IIn」を比ぺてみると、接絞
助洞別に敬語の出現に差が見られる。「陳述的」な而からみる
と、
接続 制で終わる従屈節 は、「棟述性」の段陪が汎 るのである。従って、
接続助詞別に現れる敬語の出現比字によって、接続
助詞を次の三つのグループに分けることができる。
囚グループ①が
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く表3)
く改修・重刊改修本〉
＜丁寧語〉
接荘 て1 て2 て＇ ながら ても とも ば か ら はど1こ により ども けれど が
助Iり 改ぼ〖 改逸 改滋 改虚 改；直 改: 1i 改遁 改遁 改遁 改；狙 改直 改；凪 改1i
現われ 1i l改 修滋 炉改 I}！改 阻改 旧改 修滋： 阻改 作i改 炉改 伊改 阻改 修i改
a 2 i 1 61: 65 鯰i24 6 (9 4 ; 2 27 (16 6: S 99澤 31 i 32 妬39 12 i 10 j 16 
b I: I 7: 13: 4 1 ; 3: l 2: l ］
＇， 21: 18 6: 5 5: 4 I: 2 2.4: I 
C 5: 7 42: 24 6l : 55 4 ; 2 ?J : J I 4: 4 17: 5 4 ; 1 17 : 6 7: 2 5: 3 2: 2 4 : 
d 3 ! 12 (4 59澄 3 i 2 6 i 4 3: l (7 I i 2: 2 2·! 2 ! I ： ： 
従属前の
27
3
)
: .:(2
2 
• 2) 
68: 65 41 : 28 7 :  9 7: 3 2｛遥
9
;(5
17 
9) 
7: 5 烈）：16 43: 37 42: 43 l 3 ; l2 24; 1 7
現われ （お）：（70) 125):1お） 叫(38) (50):138) (58):(83) (86):(90) (83):(
， 
94) 班(91) (87):
， 
(86) (86): 000 
合計 ll: 9 22; 93 61 :112 7: 4 34: 24 14: 8 50: 29 l2 : 6 39: 84 52: 39 49: 47 15: 14 28: 17 
注： （ ） 、 a、b、 C 、dは表1参熊
＜尊敬騒・謙譲話）
〈表4)
接荘 て1 て＇ てl ながら て も とも ば か ら はどに により ども けれど が
助詞 改灌 改遁 改直 改遥 改遁 改：羞 改漁 改潅 改汲 改遁 改逸 改遥 改遥
現われ 炉改 I}ぼ 9釈改 似改 修激 阻改 釈改 ,;：改 阻改 修i改 阻改 9釈改 阻改
a 3 (2 28 i 25 44澄 2 i I 8 j 6 3: 3 5: 2 18 j 17 1[ 1 6 [ 8 J; 5 6 : 4 
b 16: 15 35; 21 7: 3 I: I 1: 5 S: I 27: 9 7; 8 13: 8 6: 4 6: 2 
C 5: 4 23: 15 37渇0 4: 2 6: 10 ; l 16: 8 2: 2 63: 25 12: 14 9 : 1 2: 3 6: 5 
d 3: 3 55 i 38 45: 32 J: I 13: 5 IO! 3 22 i 14 5 i 3 31滋 32 i 16 21 i 24 6: 2 JO: 6 
従属節の 3: 2 44: 40 7 9: 50 2: I 15: 9 4: 4 12: 7 s; J 45; 26 8: 9 19: 16 7: 9 12: 6 
現われ 27Jj(22) (35)!(43) (49)'(44) (29)収（お） (44li(38) (29)!(50) (24):(24) (42),( 17 ) (32)!(31) (I6i(23) (39)：⑳ (47)
， 
：（64) {43):(36 
合計 l l : 9 22: 93 61 :112 7 ; 4 34: 24 14 : 8 50汲9 12: 6 杓渇4 52: 39 49: 47 15: 14 岱: 17
注： ｛ ） 、 a、b、 C、 dは表J参熊
巻 ー ・ 3 ウ
⑤
ほどに
• う ち に い ま
に｀
み ん な 同 逍
なされて御いてなされませい。（改．
座ろうか。（改・巻四・14)
・手板にも御座りませうけれども、
先早
う知り股御坐り
まする。（煎改·咎
五・14
)
③ ど も・代官中は知っていられますれども、
煎
ねてゆうておきませう。（改・怨ニ・23)
． 賄 盃 は あ い す み ま し た れ ど
も、
あ ま り
筏 多 御 坐 り ま す る 故 、 （ 重 改 ． 咎 ニ ・14) 
④
により
•おきにふねがみゆると申まするにより、
さだめて二特送使がまいりませう。（改・巻一・13ウ
）
・御哭応が御座ると申まするにより、
左
様 に お こ こ ろ え な さ れ て 御 ゆ る り と なされませい。（重改・巻八・12
)
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•そ
なた
ひとり御座っても、
しきのあいさつのこると
ころも剌
さらぬ
により。（改・巻一．9）
•そういた
しても、十五六日めにはまいろうか。（煎改・殊
J
③ても
•そ
の日は天
氣に
もかもいな
く川航な
されませうから、さよう
に御こころえなされませい。（改・巻六・18
)
•お目にかかるがれいて御座りまするから
まづ
さしひ
かえます
る。（煎改•%J五•9)
⑱グループ①ぱ．應火をみますれば、凡中御照事に御座ってちんちゃうに制刷刷。（改・巻二•4)
•お
とりまするやうすをみますれば｀うたのこころは釧引引叫r
ぬ。
（重刊・巻六・11)
②とも•か
ようにおおせ
らるるがわるう御座らぬとも、こ
のほうも
ひ
とりふたりでは
な
りませぬ。（改・巻四•37
)
•たとえ、御
上がりが
たう御殷るとり、かのひとなどのさうさ
をむに
なすも
よ
しなく。(iTC改．咎六•24)
⑥から •明日よ
り我々が始めませう程に、各も左様に御・心得籾劇が叫
い。（煎改・巻九•3ウ
接続助洞と敬研を関述づけてみると、接続
助詞別に
敬廂の現れ
、敬
語の相関関係による陳述性
五・
11
)
， 
④て
（継起的動作・状態）
・祁事をとりなしな
されまして、わたくしのぶて
うはうのが引
刈ゃうに、（改・巻．7
）
．
・使者に迎っしや
れて、御返事を被成る様に巾入れまする。
爺改．殊J七・2)
⑤て（原因・理由）•か
たからそうあろうとお
もって、
あ
れほ
ど申た
れと
り
、
蔽・巻五•43)
ヽ
•又術まして
出勤致被得まする
まひ
かと（匝改．咎ニ・3)
⑥ながら｛逆接）・心中に巾たいことも
え巾さいんで存じながら、苔迫なる仕合
せは
づかしさ海山に存じまする。（改・巻九・18)
．．
・別月‘悶げますふ。（取改・巻七．4）
©グループ①℃（継続的な動作）・ただいまこ
ばや
に御めしなざ
_れまして、卸あ
がり
なさるるや
うにたのみ
まする。（改・巻六•22)
・御返翡を早う持た
せて御座りませ
ひ。（煎改・巻五・13)
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ぐ従属節の述語的部分の要素〉
〈表5>
方 ・ 出 現 頻 股 が あ る 程 度 特 定 さ れ て い る と 思 わ れ る 。．敬
甜 と し て 構 成 さ れ て い る 従 屈 節 の 述 語 部 に 現 れ る 猜 要 紫 （ 陳
述 性 を 内 包 し て い る 、
打ち朋し、
椎最など）を謂ぺることにより、
接絞助詞別に現れる敬語の拙述性を測るようにすると〈表5〉のようである。
「捷 朋 新 甜」 に 現 れ る 述 語 部 の 蹄 要 索 は 、
受 身 「 る ・ ら
る」．
使役「させる・せる」、
打ち梢し「ず・ぬ・ん」・可能「え」．
完了「たり」
・訓望「たい」・意志「う」・推批「う•まい」等
が 用 い ら
れている。
｀
it3 
渡辺実氏は、
助勁詞を「郎述」の皮合に従って三つのグループ
It, 
（第一類•第二類・悌三類）に分けている。
また、
南 不 二 男 氏 も
「述語的部分の研要索の現れから使役・受身形は「A段階
」｀
打
ち梢し・沿去形は「B段階」、
意志・椎派は「C段階」
に現れる」
と主張している。
このように述栢部の諾要索は、
前の＾表5〉で分かるように、
牧栢の出現半と相関関係をもっている。
即 ち 、
敬語の出現比半が
高いグループには「意志・拙世」など、
陳述性が窃いグループの
祁要索が現れ、
文 を 完 結 す る は た ら き を す る の で あ る 。
渡 辺 氏 、
南不二男氏の分類と敏胚の出現比率による分類とは、
その結果が
一致していることが分かる。
これは、
接続助阿別の敬語の出現比
半と述話部の猜要索とは強い相関関係があり、
共存していること
を 表 し て い る の で あ る 。 す な わ ち 、
敬語の出現は辣述の度合に応
じて出現するのである。
敬廂がよく現れるグループで
あ る 接 続 助 詞 「 ほ ど に
」・
「 に よ
り 」 ・ 「
が」・「けれども」・「ども」・「から」は述語部の甜
咲索としても、
陳 述 性 が 商 い 段 陪 で あ る 「 う （ よ う ） 」 ・ 「 ま い 」
等の助動詞が現れる。
このような弛い相閲閃係と敬甜の性格から
rl
＇
. -. 
接絞植類 な て と か ほ に ど け
述甜部 て
' て2 て3 が ば ど よ れ が
要索 ら も も ら に り も ど
用 雪 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
使役形 ゜ ゜
受 身 ゜ ゜
打ち消し ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
過 去 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
可 能 ゜ ゜
完 了 ゜ ゜
覇望法 ゜
意 志 ゜ ゜ ゜ ゜
推 伝 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
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ー
[――つに分けることができる。
囚丁部甜も腺敬話・謙誼語もあまり付かないグループ岡腺敬甜•9誼語がよく付くグループ
©丁平語と腺敬研·謀誼語がよく付くグループ
囚．⑱．磨分けた各段階をみると囚グループの方がもっとも
事柄的で、©グループの方が
もっとも陳述的である。囚・⑱·©
グループは、事柄的な面から隙述的な面への段陪を示しているのである
。接続
助岡「が」・「
け
れども
」
・
「ほど
に
」
＇・「
に
よ
り」・
「とも」・
「から」等は、陳述性が莉い節を浮いているの
である。
以上の結呆から「陳述」の段階は、敬紐を下位分類し、その出
現比率を隣ぺ ことによ
り、表し得ることが分かる。
このような観点から
「文」を眺めてみると
、様々な問姐点が生
じる
。
接続助詞の泄換関係
m
「ほどに」と
「により」の楊合
， 
現代話において、原因・理
由を表す接続助詞「から」と
「の
it5 
で」は
純述の度合が異なるので、併用され、共存しているが、
「捷解新語」の
「改修本」から出てくる
「により」（原因・理由）
は、．その陳述の度合が
「ほどに」（原因・理由）とほぼ同じなの
で、・
「原刊本」の「
ほどに」に対して、「改修本」から入れ替わる
ことができる。
三•7ウ）
•今度いどら
れましても携にはなりまするまい
ma日．
、（改・
巻三・10)
,•今日党と坐らしゃれましても情にはなりまするまい図い引ゞ
（狙改・巻三・10)
．
②
「ども」と
「けれども」の場合
接続の確定条件を表す接続助詞「ども」と「けれども」は、前
の＾表〉で分かるように陳述の股合が同じく高いグループに屈する。
すなわち、隙述の面からみると同じ性格をもっていると酋え
るのである。
接続助詞「ども」は、「
改作本」・「煎刊本」において次第
に
数を増してい 「けれども」により、骰き替えられ、併用されるようになったのである。
．
・柑き立てにも御座ろうずれ
ti
、（原・咎五・11)
•ていたにも卸座りませうけれども、（改．咋
J五・16ウ）
・手板にも御座りませう
ii
、（重改・巻五 14)
囮「
とも」と「ても」の場合
逆接の仮定を表す接続助詞
「とも」と「ても」は、敬話の出現
比率による隙述の段階がほぼ同じ段階を占めている。「とも」は、「原刊本」で14例がみられ
るが、「改修本」と「頂刊木」では、
（例文）•今度居取っても例にはなりまるする
まい
ほどに。（原・咎
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洞の数店
化ー
時枝誠記氏は、『国栢学原捻」で、
間き手への敬意の匝接的表
現である「ます」
．、「です」・
「ございます」等の丁率語以外の
u 
次応に「ても」に匝き替えられている。
•若し何方若くとも、（原・巻一・14)•もし
いつかたえつ
きましても、（改・巻一・20)
・
若何方え箸ましても、（孤改
·
巻
•一
・
18)
以上のことからみると、
接続助詞の骰換に関して、
陳述性の観
点から、
次のような法則性が考 られる。
イ、
陳述の度合が異なる場合、
接続助詞は共存する。（「から」
と「ので」）
ロ、
陳述の度合が同じグループに屈する場
合、
接続助詞は共存
しない栢向をもつ。（「ほどに」と「により」
・「
ども」と
「けれども」・ とも と
「ても」）
三本の『捷111新語
j
は、
改作の際、
接桜肋制の置換が行われて
いるが、
それは
同じ段階の「陳述性」を持つ接統肋詞岡志に叩いき
巷えられたものである
。
国冊史において、
逆接を表す「とも」と「ども」は、
近代語に
新しく現れた「ても」と「けれども」に骰き替えられているが、これらの骰換には 陳述の度合」に応じて霞き替え れているという法則性が見ら るのである。
埠敬語・謀誼匝を「詞の敬栢」と分類し
た。
また、『捷鮒新匝』
にも
よく用いられている彩敬を表す助勁詞「る」
・「らる」を話
し手の判断梢意を表すのではなく、
概念内容を示すものであるか
ら、「辞」の助詞・助動詞とは異 ると主張している。
．
it. 
これに対して、辻村敏樹氏は、
時枝氏が「詞の敬語は、
話し手
の敬意を表さない と述ぺているこ
に対して「敬盟の性格から
みて、
敬意を表さないとすれば、
なぜにそれらは敬甜と呼ばれる
に佑するか」と疑間を げかけている。
また、
敬意というような主体的なものを「辞」によってのみ表しうると考えるのは当然であるが、「る」
・「
らる
」などが本米
の意味から敬器と
しての表現に転用された
とき、
それらは敬
烈を表す辞に転じた 見るぺさだ。（「講座日本語の文法2」236ページ）
と述ぺ、
時枝氏の「詞の敬甜」の規定に対して問切点を指摘して
いる
。
本税では、
敬肝を丁京語と粗敬語・謹誼gnIIUとに分けて、
その出
現比率を接綬助詞別に関ぺてきたが、
その結呆（表li5)とし
て、
時枝氏が主張する「詞の敬語」に屈する苓敬語・牒誼語にお
いても
出現率は、丁率距より裕ちてはいるが、
接続助阿別に現
れる陳述性の順序は、
丁牢節とほぼ同じ結米が出てい
る。
すなわ
ち、「辞の敬皿叩」である丁率栢と
して、
陳述性
が尚いグループで
ある「が」
・
「けれども」・
「ども」・
「により」
・
「ほどに」
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芯は鼎敬訴．諒譲研の出現においても同じく高いグループを占めているのである。
ここで、「詞の敬語」と酋われている雌敬栢•練腺賠の場合も
陳述性の股合に応じて出現していると思われる。
このよ
うなことから、
時枝氏の「詞の敬話」に屈する腺敬諾·
謀服語は二つの＂面から見ることができる。
印腺敬蹄．膝譲語も辣述性の度合に応じて出現している。回「
捷鮒新匝における粒敬語・謹誼栢が丁京な意味で用い
られていること。
"t-‘ 
回について
は、
宮地裕氏が
E捷陪新稲
j
にもよく用いられてい
る版服話「存じる」
・「
致す
」・
などを丁重語と分類し、「話し
手の敬意的配慇が直接だれ
かに向かう。」（「講座国語史5．敬語
史」419ページ）と述ぺている。
以上のことから、
時枝氏の瑚
敬論における「詞の敬語
」
と「辞の敬詩」との分類は、
本稿の陳
述性に述統性があるという設点からみると
、「より岡的
j
と「ょ
り辞的
j
という表現がふさわしいと思う
。
改作における丁寧化
「捷解新語
j
は1676年「原刊本」が刊行されて以来、
17
48年「改作本」と1781年「重刊改修本」等の改修が行われ•yof 畑訳官の手による改修は、
内容的に「原刊本」をほとんど踏複
m 
四、
おわりに
しており、
約百年を経た8本訴が対照できるという点から、
日本
語研究に いても、
その
夜科的価俯が高い
と酋われている。
また、
「改修本」と「誼刊本」には、
敬栢がよく現れるようになる特徴
がある。
特に「丁寧冊」を中心に発達した「改修本」と「煎刊本」は当
時成熟し
つつあった格式に応じた
T卑さ
が特色である「武士言
葉」から、
影閤されたものと考えられる。
それは、「原刊本
」
の
成立時期が刊行より約go年前であるということを考えあわせると時期的にも首肯で
きるもの
である。
このよう
に「改修本」と「瓜刊本」に
敬語がよく付
くよ
うに
なった
と言うことは、
文体的に、
より丁疱化されたと言うことと、
文法的に、
文の構造において陳述的な面が高くなったことを示す
ものである。
以上、
文の成立に深い関わりをもっ「陳述性」というものを、
従屈節の述話を中心に、．敬語を下位分類する方法によっ
て、
構文
論的な考察をこころみた。
三本（「原刊本」・
「改作本」・「瓜刊本」）の
E捷解新雁』を
資料として敬語を調ぺた結米、
全体的に二つのことが言える。
m
一般的な傾向
三本の「捷解新語」を通して「陳述」の度合に応じた敬栢の出
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現率が認められる
。
つまり
、
陳述性が高いグループの従属節は
、
敬語の出現率が高くなる
。
これは現代栢と比較してみても同じ結
果が出ていることから
、
時代を通した共通の文法的傾向と言える
。
②（
三本の「捷解新語を通して）合致しない頼向
三本の「捷解新邑を比較してみると
、
文体的に「原刊本」よ
り
、「改修本」
、「誼刊本」において丁寧化がさらに進んでいる
。
それは「捷解新甜
j
が役人のための実用的な日本紐教科也であっ
たことを考えると
、
当時
、
成熟しつつあった「武士酋策」という
ものに改修の際
、
かなり彩閃されたものと考えられる
。
（戟国韓南大学校
非詣勤講佃）
〈資料〉
・
「三本針照掟解新語」一京都大学文学部国祈学同文学研究穴出躙・昭47)
・「改修従解新甜」（ボ都大学文学部困絣学国文学研究亨編・附62)
注
注1r111甜学版論（時枝成記・む波杏店・昭53.32版）注2
「日本絣教守小典
J
(U本踊枚tf学会紺・大作館・間37.1版）
注3
『OO餅構文論J
(渡辺実・塙囲房附63.7版）
注4
「現代13本語の樗辿」(ltj不二男・大作館・昭GI.7版）
注5
「国甜と国文学」（「からとのではどう述うか」・水野刊・附26)
注6
「講庄日本甜の文法2J
(「討と辞の分類と敬Rlf」.IVJ治術院．IVI
12) 
国文学論考（都留文科大学）
第二十六号
国文学論集（山梨大学教育学部
第二十六集
国文研究（呑川大学国文 会）
躯十四号
、
第十五号
国文
研究と教行（奈良教育大学）
第十三号
国文橘（京都橘女子大学）
節十七号
国文鶴見｛鶴見大学日本文 会）十五号
「講匝囚脱史・政冊史
J
(「現代の敬甜」窮地裕・附46)
「千TiJ文学・栢
学j
（大友侶
i.
「外困貸科中困•朝鮮」附伐．6）
研究室受贈図書雑誌目録国
国語と教育（長岱大学）第十四号
、
第十五号
国文（お茶の水女子大学）第七 一
、
第七十二号
、
第七十三号
国文学（関西大学）
第六十六号
、
第六十七号
国文学会誌 京都教育大学
oo
文学会）
第二十三号
国文学研究（早稲田大学）
第百集
、
第百一集
、
第百二集
国文学研究賓料館紀要
第十六号
国文学研究査料館紺査研究報告
第十一号
，
国文 研究ノート（神戸大学）
第二十四号
国 学孜（広島大学）
第百二十三号
、
第百二十四号
、
第百二十
第四十四号
、
第四
第二十四号
国文学雑誌（藤女子大学・藤女子短期大学）五号 注7注8
- 95 -
